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論 文 内 容 の 要 旨 
 鉄骨柱溶接継手は、通常完全溶込み溶接が採用されているが、その継手位置は床面から約 1 ｍの高さに設けられ
ていることにより、地震時などに柱に生じる曲げモーメント分布を考慮した場合に、柱継手には必ずしも柱部材の全
断面に相当する耐力が必要ではない。本論文ではその点に着目し、柱継手に生じる応力を的確に把握することによっ
て不必要な溶接を避け、現状の継手と同等の柱部材としての構造性能を保有しつつ、溶接量の減少による現場溶接の
合理化が図れるなどの利点を持つ、高い構造的安全性と合理的施工性を兼ね備えた部分溶込み溶接による柱継手の実
現を目指し、その際に問題となる構造的、施工的問題を解明し、その設計方法を提案しようとするものである。 
 本論文は７章からなり、第１章では、本研究の背景と現行設計体系における柱継手の要求性能を整理し、本研究の
課題と目的を示した。 
 第２章では、部分溶込み溶接された柱継手をもつ柱部材を用いて、性能支配因子として溶込み比と継手位置に着目
し、各種荷重条件下での耐力評価実験を行った。その結果、柱継手を部分溶込み溶接とした柱部材であっても、溶込
み比と継手位置を適切に設定することにより、柱部材として十分な繰返し変形能力と耐力を保有できることを明らか
にし、部分溶込み溶接された柱継手をもつ柱部材の耐力を評価できることを示した。 
 第３章では、部分溶込み溶接継手の破壊靭性試験を行い、部分溶込み溶接された柱継手の脆性破壊特性を明らかに
し、脆性破壊に対する安全性を評価することにより、柱継手での脆性破壊の発生を防止するための条件を把握した。 
 第４章では、部分溶込み溶接された柱継手をもつ柱部材を用いて繰返し載荷による疲労実験を行い、部分溶込み溶
接された柱継手の疲労設計曲線を設定し、部分溶込み溶接された柱継手の疲労設計に対する考え方を示した。 
 第５章では、柱継手に部分溶込み溶接を適用する場合に、溶接割れ等の欠陥がなく、所定の有効のど厚を確保し、
溶接部の機械的性能が設計に用いる基準値を満足するような施工条件を調査するための溶接施工試験を行った。その
結果、部分溶込み溶接された柱継手の適切な溶接施工条件を明らかにし、その品質管理方法を提案した。 
 第６章では、前章までの一連の検討結果から柱継手に部分溶込み溶接を用いる場合の設計条件で考慮すべき因子を
抽出し、部分溶込み溶接を採用するときの柱継手の設計方法を提案した。さらに、提案した設計方法を用いて建築鉄
骨構造の代表例を取り上げ、部分溶込み溶接された柱継手に対して試設計を行い、柱継手への部分溶込み溶接の適用
の実現可能性を検証した。 
 第７章では、本論文を総括した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、建築鉄骨構造における柱接合部のより合理的な設計・施工法を目指して検討を進めたものであり、通常
は柱継手には、完全溶込み溶接が採用されているが、その継手位置から考えて、地震時などに柱に生じる曲げモーメ
ント分布を考慮しても、柱継手には必ずしも柱部材の全断面に相当する耐力が必要ではない点に着目し、柱継手に生
じる応力を的確に把握することによって不必要な溶接を避けつつ、現状の継手と同等の柱部材としての構造性能を保
有するような合理化された現場溶接継手の設計と施工のあり方について検討し、新しい柱柱継手設計手法の提案を行
ったものである。本論文の主な新しい着目点と結論は以下の通りである。 
⑴ 建築鉄骨構造に要求される性能を整理し、考えられる荷重状態での柱継手の耐力評価実験を行い、溶込み比と継
手位置を適切に設定することにより、柱部材として十分な繰返し変形能力と耐力を保有できることを明らかにし、
部分溶込み溶接の適用が可能であることを明確にしている。 
⑵ その上で、部分溶込み溶接継手の脆性破壊特性及び疲労特性について詳細な実験と評価を行い、部分溶込み溶接
を適用する場合の破壊靭性要求や疲労設計のあり方について指針を与えている。また、柱継手に部分溶込み溶接
を適用する場合の、溶接施工条件の詳細な実験と調査を行い、柱継手の適切な溶接施工条件を明らかにしている。 
⑶ これらの一連の検討結果を踏まえ、部分溶込み溶接を用いる場合の設計条件で考慮すべき因子を抽出し、部分溶
込み溶接を採用するときの柱継手の設計方法を新たに提案し、その結果を用いて柱継手に対して試設計を行って、
柱継手への部分溶込み溶接の適用の実現可能性を検証している。 
 以上のように、本論文で提案している柱継手への部分溶込み溶接継手の適用は、建築鉄骨の施工に対して合理性を
持ったものであり、また、本論文で用いられた評価プロセスは、建築構造の施工の合理化を行う手順に対して示唆を
与えるものとなっている。このように本論文では、建築鉄骨の溶接施工について新たな知見を与えており、溶接構造
工学・生産科学の発展に寄与するところが大である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
